A4 乱れた系の転位論(配位相転移の研究,基研研究会報告) by 二宮, 敏行
TitleA4 乱れた系の転位論(配位相転移の研究,基研研究会報告)
Author(s)二宮, 敏行








乱 れ た系 の転 位 論
A4
東大理 二 宮 敏 行






























































Cs金属の融点は大きな圧力依存性を持ち,㌔ - 43kbar のあたりで著しい融点降
下を示す｡これは,固相で ∬一皿の phasetransition に伴なっている｡ 固相転移は,
6S- 5dの電子遷移によるものとされているので,この融点降下は,2種の大きさの原
子の共存によるものと考えられる｡
液体の転位モデルでは,転位の random な分布により,密度が空間的に (転位間隔程













H f - (p-Pc)v o捕 + EV o( 1' 骨
で与えられる｡ここで,Ⅴ｡は1モルの体積,Eは単位体積あたりの転位エネルギー,
Bは bulk-odulus, - その非調和性を表わす係数 (7二2γ一号)であるov皿,V皿
はそれぞれの相の原子体積である｡
VE~ Ⅴ皿
vE+ V皿 ･i E




peakが現われる｡これは振動数 40Kの Einsteinoscil1atorの存在を意味してお り,転
位網の Segmentの振動によると考えられる｡ Ge02の Debye温度は306Kなので,
転位振動に自由度が移ることにより,振動数は約 1/7になるoこのPeakは SiO2,GeO2,
ps,PMMAについて,次のような特徴を持っている.5)
a) peak の高さは Tm｡妄3 に比例し,振動子の数は物質に余 り依存ない｡















ガ ラ ス 転 移 現 象
金沢大 ･理 樋 渡 保 秋
§1. 序
液体を過冷したとき,比容積Vを温度Tの関数としてあらわすと,およそ図1の如く
なるo勾配 (熱膨脹率 )は㌔ のあた｡で急に減少し,又比熱等にも異常現象 が兄い出












するもの,例えば, (a)ガラス状態の原子 (分子 )の構造 (分子配列 )に関する研究,
(b)低温での比熱,熱伝導の異常性に関する研究等1,7)と(Ⅱ)ガラス転移に関するもの
に分けられる｡ (1)に関する研究は多く,内容も豊富であり色々と物理的に興味ある事
もあるが,手頃なR｡,i｡Wがいくつかあるのどそちらに譲る事にして㌻ 4)ここでは,特に
(皿)に焦点をあて概括する事にする｡
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